
マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／１　清潔で公正な、そして対話を重視した生活者起点の市政運営を行います。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

パブリック・コメン
ト手続

政策形成過程へ
の市民参加推進

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／２　透明性の高い市政運営を行い、情報公開”日本一”の行政を目指します。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

情報提供の充実

情報公開推進

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／３　市民双方向型のまちづくり実現のため「まちづくり懇談会」を実施します。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

まちづくり懇談会
の開催

Ｈ２２年度

広 聴 事 業

　市政懇談会、市長室開放
デー、移動市長室等により、市民
の意見や要望を聴き、これを市政
へ反映させるとともに、市の課題
や政策等を説明して市政への理
解をいただいてきました。

　これまでの　「市政懇談会」を「まちづくり
懇談会」と名称を改めて実施します。
　市内で実施されるイベント会場等に懇談
の場を設けたり、市政情勢に応じたテーマ
等を設定した懇談会を実施するなど、より
多くの市民の意見や要望を聴き入れて市
政へ反映できるよう検討し、市民起点の市
政を目指します。

総務部

・まちづくり懇談会
・移動市長室
・市長室開放デー
・イベント開催時の
市長交流会

・継続実施 ・継続実施 ・継続実施

実
施
レ
ベ
ル

　庁内で取組んできた情報の公開方法を
再検証し、情報提供施策の充実を図りま
す。
　市民が必要とする情報、市民が求めてい
る情報について、わかりやすく、かつ迅速
に提供できる体制を構築します。
　公文書の開示請求については、個々の
情報内容に応じた適切かつ迅速な情報公
開を目指します。
　情報公開における透明度を「日本一」と
しておりますが、当面は自治体の情報公
開度を示す各種調査で県内１位を目指し
ます。

取組みの方向性

取
組
み
内
容

・検討

Ｈ２１年度

・事務手引書の作成

実
施
レ
ベ
ル

2

No. 取組み事業名 従来の取組み

情報公開 推進 事業

　市報等による情報提供や情報
公開条例に基づいた情報公開を
実施してきました。

Ｈ２３年度
取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性

項目
工　程

Ｈ２４年度
No.

Ｈ２１年度 Ｈ２２年度

・市報等市民配付情
報の拡大
・情報公開コーナー
のリニューアル　な
ど

・継続実施・継続実施

・随時実施

・検討

1

　市の計画等の策定過程におい
て、案の段階で広く公表し、市民
等からの意見、提言、情報等を求
め、寄せられた意見に対する市の
考え方を明らかにするとともに、有
益な意見を考慮して市としての意
思決定を行うパブリック・コメント手
続を実施してきました。

　複雑・多様化する市民のニーズを的確に
捉え、市政運営に生かしていくため、より
多くの市民の主体的な参加が得られるよ
う、参加手法の充実や制度化について検
討し、市民が政策を事前に評価できる機
会を増やし、政策形成過程の透明化に努
めます。

・検討

実
施
レ
ベ
ル

市 民 の 市 政 運 営
へ の 参 画 取

組
み
内
容

・随時実施

所管部

所管部No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性
工　程

項目 Ｈ２１年度

企画部

Ｈ２４年度
工　程

項目

3

総務部
Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

・継続実施 ・継続実施

所管部
Ｈ２３年度

Ｈ２２年度

・検討 ・検討

・情報開示請求事務
担当者研修会の実
施

・随時実施 ・随時実施
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マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／４　官民一体となり求職者のための緊急雇用対策を進めます。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

ふるさと雇用再
生特別基金事業

緊急雇用創出事
業

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

市営住宅の供給

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／５　金融機関と連携し中小企業経営安定化対策を進め、企業と雇用を守ります。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

中小企業融資
あっせん

小企業小口融資
あっせん

・条件整備実施

　石巻市中小企業融資あっせ
ん、企業小口融資あっせんの制
度を実施して中小企業に対する
支援を行ってきました。

・検討・継続実施

産業部

・制度内容検討 ・制度内容検討 ・条件整備実施 ・継続実施

取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性

産業部

取
組
み
内
容

工　程
所管部

項目 Ｈ２１年度 Ｈ２３年度

緊急雇用 対策 事業

１　ふるさと雇用再生特別基金事
業
　企業等が地域求職者等を雇い
入れて行う雇用機会を創出する
取組を支援しています。事業は、
地域の発展に資する継続が見込
まれる事業を選定しています。

２　緊急雇用創出事業
　市が民間企業等に事業を委
託、又は直接実施する、非正規
労働者、中高年齢者等の一時的
な雇用・就業機会の創出及び生
活・就労相談を総合的に支援し、
次の雇用へのつなぎの雇用就業
機会の創出を図っています。

　平成２３年度までは現雇用対策事業を着
実に実施し、平成２４年度以降は国の動向
や、経済状況に即した適切な対応をしま
す。

取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

工　程

取
組
み
内
容

Ｈ２２年度

実
施
レ
ベ
ル

・継続実施・制度内容検討 ・制度内容検討

Ｈ２４年度

・継続実施

実
施
レ
ベ
ル

・外国人漁業研修生
受入支援事業
・障害者雇用・就労
アシスタント事業
　など

No.

4

6

No.

建設部

・検討

・継続実施 ・継続実施 ・継続実施 ・検討

・道路橋りょう等点検
事業
・ブロック塀等実態
調査事業
　など

・継続実施
・建築基準法指定道
路調査整備事業
　など

・継続実施

　石巻市中小企業融資あっせん、小企業
小口融資あっせんの制度について、利用
者や金融機関との協議を実施し、手続き
の簡略化や保証条件への配慮等、より利
用しやすい制度へ向け検討します。
　金融機関等関係機関との連携を強化
し、各種制度の情報提供、個別相談会の
開催等により、中小企業を支援していきま
す。

中 小 企 業 経 営
安 定 化 事 業

　緊急雇用対策事業と連携し、適切な対
応をします。

実
施
レ
ベ
ル

5 市営住宅 管理 事業

　失業と同時に住居を失った労働
者に対して、退去後の修繕等を
早急に実施するなどして即時に
提供できる住宅の確保を図ってき
ました。
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マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／６　各総合支所に一定の予算を配分し、新しい地域住民自治システムを確立します。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

地域自治システ
ムの確立

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／７　「旧さくら野百貨店」へ移転する新庁舎のあり方を市民と共に再考し、市民本位の施設とします。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

協働社会創造ス
ペース利活用検
討

新庁舎改修工事

庁舎移転作業

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

地元企業の受注
機会の拡大

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／８　新庁舎に図書館的機能、市民センター的機能などを持たせ、休日も市民が集う施設作りを進めます。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

新庁舎改修工事

総務部

・方針決定
・実施

入 札 制 度 改 革

　なし 　新庁舎建設に関する入札は、市内に本
店機能を有する事業者（地元企業）への
発注を基本とし、できる限り分割発注に努
め、相互牽制を設定する等、より多くの地
元企業の受注機会の拡大を図ります。

実
施
レ
ベ
ル

総務部【関連No.】
No.8

所管部
Ｈ２４年度

取組みの方向性

10 新 庁 舎 建 設 事 業

　平成２０年２月に無償譲渡を受
けた旧さくらの百貨店石巻店を新
庁舎として活用するため、平成２０
年１２月に策定した新庁舎移転整
備計画に基づき整備を進めてき
ました。

　新庁舎５階及び６階に夜間や休日も利
用できる市民開放スペースを設けます。

５階　市民サロン
　　　子育てスペース
　　　協働社会創造スペース
６階　市民交流スペース
　　　市民ホール

【関連No.】
No.10

・市民意見懇談会実
施

・完了

No. 取組み事業名 従来の取組み

新 庁 舎 建 設 事 業

　平成２０年２月に無償譲渡を受
けた旧さくらの百貨店石巻店を新
庁舎として活用するため、平成２０
年１２月に策定した新庁舎移転整
備計画に基づき整備を進めてき
ました。

　５階の協働社会創造スペースについて、
関係団体と意見交換会等を実施し、活用
方法を検討します。
　子育てスペースについても、子育て支援
課が主体となり、子育て関係の団体などか
ら意見を聞くなどし、検討します。

総務部

・３月実施

取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

工　程

・総合支所のあ
り方調整会議の
内容も踏まえな
がら検討しま
す。

企画部

・庁内検討組織設置 ・住民等による検討
会設置

・試行実施 ・継続実施

Ｈ２４年度
工　程

7
地 域 自 治 シ ス テ ム
の 構 築

　なし 　地域自治システムに関する研究会を設
置して、市民と行政が一体となった、共助・
協創のまちづくりを進め、分権型社会にふ
さわしい石巻市独自の地域自治システム
の確立を目指します。

取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

工　程

実
施
レ
ベ
ル

項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

・完了

取
組
み
内
容

実
施
レ
ベ
ル

実
施
レ
ベ
ル

No.

No.

8

9
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マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／９　新庁舎の窓口は休日オープンとし、働く人の利便性向上を図ります。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

休日窓口開庁

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

休日子育て相談

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／１０　市役所組織を再編、横断的なプロジェクトで自由にアイデアを出せる活気ある組織作りを進めます。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

組織機構の再編

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／１１　市長直属の「マニフェスト推進室」を設置し、スピーディーに実行できる組織体制を整えます。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

マニフェスト推進
室の設置及び進
行管理

実
施
レ
ベ
ル

工　程

･検討

実
施
レ
ベ
ル

工　程

・継続実施

実
施
レ
ベ
ル

・毎週土曜日に実施 ・全ての休日に拡大
し実施

保健福祉部

・業務の拡張に
ついては、市民
ニーズや、サー
ビス方法、コスト
などを含め検討
します。

･市民ニーズの
実態を把握し、
拡大に向け検
討します。

市民サービスの向上
（休日子育て 相談）

　なし 　休日に新庁舎の子育てスペースを利用
する方が、子育てや育児の相談ができる
窓口を設置し、利便性の向上を図ります。

マニフェスト推進室の
設 置

　なし 　マニフェスト推進室を設置し、マニフェス
ト事業の具現化、進行管理及び総合計画
との調整を図ります。

総務部

・７月１日設置

取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

組 織 機 構 の 再 編
及 び 横 断 的 な
プ ロ ジ ェク トの 構築

　なし 　組織の効率化、活性化及び組織機能の
向上を図るため、市役所組織再編を行い
ます。

　職場内研修、職員提案制度の充実及び
庁内公募制度などあらたな職員の意欲向
上に向けた取り組みを検討します。

総務部

・総合支所のあり方
検討会議
・組織機構の見直し
の検討

・組織再編１０月実
施
・横断的プロジェクト
設置

・横断的プロジェクト
継続実施

・継続実施

取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

市民サービスの向上
（ 本 庁 舎 窓 口

の 休 日 開 庁 ）

１　平日開庁時間延長
　試行的に毎週月曜日の市民課
等の一部窓口の開庁時間を午後
７時まで延長し、各種届出及び証
明書交付事務を行っています。
２　休日窓口開庁
　繁忙期（３月下旬から４月上旬）
の休日に市民課等の一部窓口の
開庁を行っています。

１　平日開庁時間延長
　試行的に行ってきましたが、廃止の方向
で検討します。
２　休日窓口開庁
　繁忙期（３月下旬から４月上旬）の休日
開庁に加えて、月２回の休日開庁を実施
し、各種届出及び証明書交付事務を行い
ます。

生活環境部

･検討、準備 ・第３日曜日の午前
中に市民課の窓口
開庁実施

・月２回の休日に市
民課の窓口開庁実
施

・継続実施

・市民課で提
供可能な業
務範囲で実
施。

所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

工　程
No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性

実
施
レ
ベ
ル

No.

13

No.

14

11

12
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マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／１２　第三者による「市長マニフェスト審議会」を設置し、公平・公正な視点で政策を実現します。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

市長マニフェスト
市民評価委員会
の設置

Ⅰ　ほっとする市民のためのやさしい市政／１３　国や県、民間企業と市職員との人事交流を行い、組織活性化と相互の人材育成に努めます。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

国・県及び一部
事務組合への職
員派遣

民間企業への職
員派遣

Ⅱ　このまち大好き人間を育むまちづくり／１　中心市街地活性化は、歴史や文化、自然、風土を活かした新たな視点で再生に取り組みます。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

中心市街地活性
化基本計画・都
市再生整備計画
策定

基盤整備事業

街なか居住促進
事業

工　程

実
施
レ
ベ
ル

工　程

・継続実施 ・継続実施
取
組
み
内
容

取
組
み
内
容

･中心市街地活性化
基本計画に基づき
整備実施

企画部

･中心市街地活性化
基本計画に基づき
整備実施

･中心市街地活性化
基本計画に基づき
整備実施

･中心市街地活性化
基本計画に基づき
整備実施

･中心市街地活性化
基本計画に基づき
整備実施

･中心市街地活性化
基本計画に基づき
整備実施

・中心市街地活性化
基本計画の認定を
受ける

17
中 心 市 街 地
活 性 化 事 業

　基本計画策定及び都市再生整
備計画策定に関する準備をして
きました。

　「石巻健康センター　あいプラザ・石
巻」、「石ノ森萬画館」を集客の核とし、マ
ンガロードの拡充等の民間事業と連携す
ることにより石巻駅から中瀬までの賑わい
回遊性の向上を図ります。
　「石巻の顔」中心市街地の再生に向け、
石巻市中心市街地活性化協議会と連携
し、地域の振興及びコンパクトシティの実
現を図り、市民生活の向上並びに市民経
済の発展を推進します。

実
施
レ
ベ
ル

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

総務部

・検討 ・短期研修等での派
遣実施

・短期研修等での派
遣実施

・短期研修等での派
遣実施

・継続実施 ・継続実施16
人 事 交 流 に よ る
人 材 育 成

　国、県等への職員派遣を行って
きました。

　国、県等への派遣については、現状を
維持し、新たに民間企業への派遣を検討
します。

取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

企画部

・検討 ・実施 ・継続実施 ・継続実施

工　程

15
マ ニ フ ェ ス ト
推 進 事 業

　なし 　マニフェストの取組状況を第三者機関に
中立的な立場で評価をいただき、その評
価結果を公表します。

取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

実
施
レ
ベ
ル

No.

No.
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マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅱ　このまち大好き人間を育むまちづくり／２　空き店舗を借り上げ「まちなか実験室・科学館・美術館」やワークショップ、様々な体験工房を点在させ、子供達や家族が休日揃って出かけられるまちづくりを行います。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

空き店舗活用実
施事業支援

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

まちなか実験室

Ⅱ　このまち大好き人間を育むまちづくり／３　市民と学生が交流できる石巻専修大学サテライトキャンパスを設け、若者が集う仕組みを作ります。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

サテライトキャン
パスの設置及び
運営

Ⅱ　このまち大好き人間を育むまちづくり／４　石巻の自然環境を活かした「エコツーリズム」を企画し、県内外からの観光客を誘致します。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

受入れ体制整備

ＰＲ・情報発信

産業部

・検討 ・実施 ・継続実施 ・継続実施

ふるさと雇用
再生特別基
金事業

・ニューツーリズム推
進協議会設立
・モニターツアー実
施

・体験メニュー整備 ・体験メニュー整備
（更新）

所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性

・体験メニュー整備
（更新）取

組
み
内
容

石 巻 専 修 大 学
地 域 連 携 事 業

（サテライトキャンパ
ス 運 営 助 成 事 業 ）

　なし 　新庁舎の協働社会創造スペース等にサ
テライトキャンパスを設置し、社会人のキャ
リアアップや市民の生涯学習の確保、大
学と市民の交流拡大を図ります。

企画部

・検討 ・実施 ・継続実施 ・継続実施

所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

産業部

・空き店舗整備等
・まちかど実験室

・支援実施 ・継続実施 ・継続実施
18

ま ち な か 賑 わ い
創 出 事 業

　なし 　中心市街地の空き店舗２箇所を利用し
たまちかど実験室や休憩所設置等の事
業、また、学生を中心に実施するチャレン
ジショップ開設事業を支援します。
　中心市街地活性化基本計画に基づき実
施する他の事業と一体に、各関係機関・
団体と連携し、中心部の空き店舗解消の
ための活用方法を検討し、事業の継続を
図ります。

所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性
工　程

実
施
レ
ベ
ル

ニ ュ ー ツ ー リ ズ ム
推 進 事 業

　なし 　豊富な観光資源や多彩な食材等、石巻
の魅力と特徴を活かした様々な体験・交流
型観光メニューとプログラムの企画開発を
します。
　「石巻市ニューツーリズム推進協議会」を
設立し、受け入れ態勢等の基盤整備を行
います。

実
施
レ
ベ
ル

工　程

実
施
レ
ベ
ル

21

19

20

No.

まちなか実験室事業

No. 取組み事業名

実
施
レ
ベ
ル

　なし 　こどもの創造性を高めるための「遊びや
体験の場」として科学実験、自然観察、模
擬発明、図画工作等の教室活動を展開し
ます。なお、講師等は、市内在住の退職
教員や市内の企業とし、「地域の教育力」
を醸成する取り組みを推進します。

従来の取組み 取組みの方向性

・まちなか実験室

教育委員会

工　程

・継続実施 ・継続実施
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マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅱ　このまち大好き人間を育むまちづくり／５　石巻フィルムコミッションを創設、石巻を舞台とした映画やTV番組を誘致、観光の起爆剤とします。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

情報発信・映画
撮影支援

Ⅲ　太陽のまち、自然を活かした産業づくり／１　世界的な環境保全型社会への転換期にある今、環境関連産業を石巻の経済の新たな柱とします。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

新技術導入支援

産業部

・検討 ・検討 ・検討 ・検討

【関連No.】
No.25
No.28
No.31

23
環境関連産業を柱と
し た 産 業 の 育 成

　なし 　市内の既存事業者が取組む環境関連
新技術の研究や技術力向上へ向けた取
組み等を支援する制度の創設を検討し、
環境保全型社会に対応した産業振興を図
ります。

取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

フィルムコミッション
推 進 事 業

　なし 　「石巻フィルムコミッション」を創設し、映
画やテレビドラマ、CM等のロケーション撮
影を誘致するとともに、地元の自然や食
材、観光資源の魅力を活かした情報を発
信し、地域の知名度の向上と地域振興を
図ります。

産業部

・調査検討
・関係機関協議

・情報発信
・映画撮影支援

・継続実施 ・継続実施

取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

No.

22

No.

工　程

実
施
レ
ベ
ル

工　程

実
施
レ
ベ
ル
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マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅲ　太陽のまち、自然を活かした産業づくり／２　メガソーラー発電（大規模太陽光発電）施設や環境関連企業を誘致し雇用の創出を図ります。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

誘致活動

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

環境関連企業の
企業誘致活動

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

補助金交付

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

支援制度

・制度見直し

・検討

環境関連 企業 誘致

　なし 　環境保全型社会への転換期にあたり、
環境関連企業を誘致し、環境保全型社会
に対応した産業の振興を図ります。

実
施
レ
ベ
ル

・検討

産業部

・検討 ・検討 ・検討 ・検討

工　程

24
メ ガ ソ ー ラ ー 発 電
施 設 の 誘 致

　なし 　電力事業者が計画するメガソーラー発電
（大規模太陽光発電）施設の誘致活動を
進めます。

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

・継続実施

・検討

・継続実施

25

市街地アーケードの
ソーラー化など新エ
ネルギーを活かした
ま ち づ く り

26
太 陽 光 発 電
普 及 促 進 事 業

・検討 ・検討

27

　なし 　太陽光発電設備を設置した者に対して、
予算の範囲内で補助金を交付します。

・個人住宅
　１Ｋｗ当たり　35,000円（上限125,000円）
・事業所
　１Ｋｗ当たり　35,000円（上限500,000円）

　なし 　商店街における新エネルギー導入（太
陽光発電等）の取り組みに対し、国・県の
各種補助金等を活用した支援を検討し、
商店街の活性化を図ります。

・実施

実
施
レ
ベ
ル

・検討

・費用、収益、
効果について
検証する必要
があります。

産業部

産業部

・平成２４年度
以降について
は、国、県の動
向を見極め、補
助制度の存続
を含めた見直し
を行います。

生活環境部

【関連No.】
No.23
No.28
No.31

・検討

実
施
レ
ベ
ル

実
施
レ
ベ
ル

・検討

-8-



マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅲ　太陽のまち、自然を活かした産業づくり／３　野菜工場、植物工場を誘致し、雇用の創出を図ると共に農業技術の高度化を促進します。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

植物工場等誘致

農商工の事業者
間の交流促進

Ⅲ　太陽のまち、自然を活かした産業づくり／４　地産地消や食育事業を推進し農林漁業の振興と石巻ブランドの高度化を進めトップセールスします。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

地産地消推進

Ⅲ　太陽のまち、自然を活かした産業づくり／５　産学官が連携し、新技術の研究開発支援や地元企業の技術力アップなどを支援し、技術けん引型地域経済の活性化を図り、ものづくりのまち・石巻をトップセールスします。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

石巻地域産学官
グループ交流会
への参加・協力

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

光触媒を用いた
環境浄化

産業部

・実施 ・継続実施 ・継続実施 ・継続実施
30 異業種間 交流 事業

　石巻地域産学官グループ交流
会へ参加をしてきました。

　石巻地域産学官グループ交流会の協力
体制を推進し、連携して地域産業の活性
を目指します。
・ 新産業創出の土壌づくり
・ 特定課題に基づく研究
・ 地域産業を取り巻く環境に関する調査
及び情報の収集
・ 石巻地域産学官交流大会の共催

実
施
レ
ベ
ル

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

産業部

・地産地消推進協議
会設立
・地産地消イベント
開催
・食育都市宣言

・情報提供発信、地
域食材の利用促
進、交流機会の創
出
・地域ブランド化の
推進、地域食文化

・継続実施 ・継続実施29 地産地消 推進 事業

　なし 　地産地消推進協議会を設立し、生産者
と消費者及び事業者が連携を深め、市内
で生産される農産物及び水産物等の地域
内流通を促進し、自給率を高めるととも
に、伝統的な食文化の伝承と健康的な食
生活を普及し、地域の活性化を目指しま
す。
　地域食材や特産品を組み合わせた「石
巻ブランド」を企画開発します。

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

No. 取組み事業名

産業部

・ 農商工等連携セミ
ナー
・先進地事例現場訪
問・交流会
など

・ 継続実施
・農商工連携プロ
デューサー育成塾
受講の促進

・継続実施
・農商工連携に係る
企業のフォローアッ
プ

・継続実施

【関連No.】
No.23
No.25
No.31

28

植 物 工 場 等
誘 致 事 業

農 商 工 連 携 事 業

工　程
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度

従来の取組み 取組みの方向性
Ｈ２３年度

31
新 技 術 を 活 か し た
産 業 振 興

【関連No.】
No.23
No.25
No.28

Ｈ２４年度

実
施
レ
ベ
ル

工　程

実
施
レ
ベ
ル

工　程

　なし 　地域性を活かした農産物の栽培研究・
開発、更には、メガソーラー等の新エネル
ギーとの連携による植物工場等をはじめと
した農商工連携事業を推進し、特色ある
産業の創出と地域の活性化を図ります。

･検討 ･実証実験 ･実証実験 ･実証実験

　なし 　省エネ型産業や環境関連産業の誘致
と、光触媒による環境浄化、ナノカーボン
セメント発熱体などの新技術を活かした技
術けん引型の産業の振興を図ります。

実
施
レ
ベ
ル

産業部

所管部

・継続実施

取
組
み
内
容

・植物工場誘致構想
策定

・植物工場誘致実施
計画策定

・植物工場誘致活動
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マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅲ　太陽のまち、自然を活かした産業づくり／６　国や県と連携し、自動車産業等の企業誘致活動を行います。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

自動車関連産業
の誘致活動

Ⅲ　太陽のまち、自然を活かした産業づくり／７　石巻港の整備を急ぎ、背後圏を物流拠点として整備します。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

港湾整備要望活
動

旅客船誘致

Ⅲ　太陽のまち、自然を活かした産業づくり／８　石巻・酒田間高規格道路の早期整備促進を働きかけ、地域振興の動脈作りを急ぎます。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

計画路線昇格へ
向けた要望活動

交流事業

実
施
レ
ベ
ル

工　程

建設部

・みちのくウエストラ
イン少年サッカー大
会開催（新庄市）

・みちのくウエストラ
イン少年サッカー大
会開催（大崎市）

・みちのくウエストラ
イン少年サッカー大
会開催（酒田市）

・みちのくウエストラ
イン少年サッカー大
会開催（石巻市）

・実施 ・継続実施 ・継続実施34
石 巻 ・ 新 庄 地 域
高 規 格 道 路
建 設 促 進 事 業

　石巻・新庄地域高規格道路建
設促進期成同盟会及び経済団
体を中心に構成する「石巻・酒田
間地域連携軸強化促進協議会」
により、国土交通省等へ計画路
線への早期昇格について、要望
活動等を実施してきました。

　石巻・新庄地域高規格道路建設促進期
成同盟会による国県等関係機関に対する
要望活動の拡充を図ります。
　石巻・酒田間地域連携軸強化促進協議
会との連携強化を図り、各種運動の展開
を図ります。
（みちのくウエストライン少年サッカー大会
及び石巻・酒田間地域連携サミット等の開
催）

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

建設部

・誘致活動 ・継続実施
・１隻寄港予定
 （７月）

・継続実施 ・継続実施

・継続実施・実施 ・継続実施

Ｈ２４年度

33 港湾建設 推進 事業

　石巻港整備・利用促進期成同
盟会を主体として国、県への要望
活動を行ってきました。

　石巻港の貨物取扱高増加を図るため、
関係企業・機関等と連携し、物流活性化
のための情報の収集、整理、分析等を行う
と共に石巻港関連企業等へポートセール
スを実施します。

　石巻港への旅客船誘致活動を積極的に
推進します。

実
施
レ
ベ
ル

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性
工　程

所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

産業部

・誘致活動
・東北６県技術・新
工法展示商談会出
展
・宮城県企業立地セ
ミナー出展

・継続実施 ・実施・継続実施

Ｈ２４年度

32
自 動 車 関 連 産 業
振 興 推 進 事 業

　石巻地域産学官グループ交流
会自動車関連産業集積部会並
びにＩＭ（いしのまきマシン）プロ
ジェクトの活動を助成・支援を
行ってきました。

　市長のトップセールスを始めとして国や
県と連携し、自動車産業等の企業誘致活
動を行います。
　さらに、自動車関連産業の進出には、受
け皿となる地元企業の企業力向上が鍵と
なることから、石巻地域産学官グループ交
流会自動車関連産業集積部会並びにＩＭ
（いしのまきマシン）プロジェクトの活動を
通し、企業力向上に努めます。

実
施
レ
ベ
ル

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性
工　程

所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

取
組
み
内
容

取
組
み
内
容

・継続実施

・継続実施
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マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅳ　いのちの大切さ最優先のまちづくり／１　出産祝い金等の制度を新設し、出産に関わる経済的負担ゼロを目指します。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

事業方針の検
討・決定

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

事業方針の検
討・決定

Ⅳ　いのちの大切さ最優先のまちづくり／２　乳幼児医療助成制度を段階的に小学６年生まで拡大し、保護者の経済的負担軽減を図ります。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

医療費助成

　新生児～未就学児の入院及び
通院分を助成対象としています。
また、所得制限を設けています。

　出生の日から１２歳（１２歳に達する日の
属する年度の末日までの間にある者）を助
成対象として、その者の入院及び通院分
の医療費の一部負担金を助成します。
（継続して所得制限を設けます。）

生活環境部

・制度検討 ・小学校第２学年ま
での子どもを対象に
助成

・継続実施
・対象拡大検討

・実施

従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

保健福祉部

・情報収集
・検討

・情報収集
・検討

・情報収集
・検討

・情報収集
・検討

35
出産に関わる経済的
負 担 ゼ ロ 事 業

　出産育児一時金は各種加入の
医療保険制度により支給されてい
ます。

　現在支給されている額は３８万
円です。
（平成２１年１０月から４２万円に引
き上げられました。）

　出産した市民に対し、出産に関わる経済
的負担の軽減を図る施策（出産祝い金等）
を検討をしていますが、民主党マニフェス
トには「出産時に５５万円の一時金を支給」
とあるため、国策の動向を見据えて検討し
ます。

・国策の動向を
見据えて検討し
ます。

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

・助成対象の拡
大については、
財政状況等を
勘案した上で実
施します。

実
施
レ
ベ
ル

・国策の動向を
見据えて検討し
ます。

保健福祉部

・情報収集
・検討

・情報収集
・検討

・情報収集
・検討

・情報収集
・検討

36
母 子 保 健 事 業
（ 妊 婦 健 康 診 査 費

助 成 事 業 ）

No. 取組み事業名

37
子 ど も 医 療 費
助 成 事 業

　妊婦健康診査（１４回分の助成
券を交付、上限１人当たり１０万４
千円）を助成しています。

　妊婦健康診査の費用を助成（１４回分の
助成券）していますが、予定日超過した妊
婦に対しては、追加交付をせず自己負担
としています。健康診査時の負担を公平
にするため、助成券の追加交付（単独助
成）について検討していきます。
　国の妊婦健康診査臨時特例交付金によ
る県補助金が終了する２３年度以降につ
いて、継続のための財源について検討し
ます。

工　程

実
施
レ
ベ
ル

実
施
レ
ベ
ル

工　程
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マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅳ　いのちの大切さ最優先のまちづくり／３　待機児童ゼロを実現し、休日保育や２４時間保育の確保、学童保育や病後児保育の拡充を図ります。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

休日保育

２４時間保育

病後児保育

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

未開設地区への
開設

待機児童の解消

Ⅳ　いのちの大切さ最優先のまちづくり／４　地域の子育てサークルを支援し全市的なネットワークを化を図り、明るく楽しく育てる環境を創ります。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

子育て支援セン
ター拡充

子育てサークル
支援

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

要保護児童対策
体制整備

取
組
み
内
容

保健福祉部

・要保護児童対策地
域協議会設置
・児童虐待防止研修
会開催

・児童虐待対応マ
ニュアル作成
・専門カウンセラー
による相談

･継続実施 ･継続実施

実
施
レ
ベ
ル

実
施
レ
ベ
ル

工　程

実
施
レ
ベ
ル

41
要 保 護 児 童
対 策 事 業

　「子どもの権利に関する条例」に
もあるように、子どもの幸せと健や
かな成長を促すためにも、児童虐
待等による要保護児童の早期発
見や適切な保護等に対応するこ
とを目的に、各分野の機関との円
滑な連携・協力を行い、個人情報
の保護を十分図りながら、要保護
児童等に関する情報や考え方を
共有する機関の設置を検討して
きました。

　「石巻市要保護児童対策地域協議会」を
設置し、福祉、教育、保健、医療、警察、
司法などの各分野の機関との円滑な連
携・協力を行い、個人情報の保護を十分
図りながら、要保護児童等に関する情報
や考え方を共有し、支援の内容について
協議・対応を図ります。

保健福祉部

・支援内容検討 ･実施 ･継続実施 ･継続実施

・開設準備 ・開設準備
40

子 育 て 支 援
セ ン タ ー 事 業

　子育て支援センターや総合支
所保健福祉課がサークルの状況
を把握し、情報提供や情報交換
等を行っています。また、各子育
て支援センターも連携を図り、各
地区の状況を把握しています。

　子育て支援センターと子育てサークルと
の連携を密にするため、センターの体制を
強化します。また、新庁舎の子育てスペー
ス等を子育てサークルへ無償開放する等
の支援を検討します。
　雄勝地区及び北上地区は平成２３年度
に新設予定の保育所に併設し、牡鹿地区
については総合支所保健福祉課での対
応・拡充を図ります。

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

保健福祉部

・検討 ・検討 ・検討 ・実施

・検討 ・検討

・検討 ・検討

工　程

38 保 育 所 運 営 事 業

　乳児又は幼児を保育するため、
児童福祉法に規定する保育所及
びその他の保育所運営を行って
います。
　病後児保育、休日保育及び２４
時間保育については実施してお
りません。

　石巻市次世代育成支援行動計画及び
平成２１年度において策定を検討している
石巻市保育所配置運営計画に基づいて、
待機児童の解消を図るとともに、休日保育
等の実施について検討していきます。

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

・余裕教室の活
用や公共施設
の有効利用を
基本にして拡充
を図ります。

　保護者が労働等により昼間家庭
にいない小学校に就学している
児童に対し、適切な遊び及び生
活の場を与えて、健全育成に努
めています。

　未開設地区への開設と、待機児童の解
消を図るため、拡充に努めます。

・平成２１年度
　蛇田地区に専用教室を新設。
・平成２２年度
　稲井地区及び牡鹿地区 に開設予定。
　大街道地区は２クラスへ移行予定。

実
施
レ
ベ
ル

取
組
み
内
容

取
組
み
内
容

保健福祉部

・蛇田地区に専用教
室を新設

・大街道地区を２クラ
スへ拡大

・住民ニーズを調査
して拡大検討

・住民ニーズを調査
して拡大検討

・検討 ・稲井地区開設
・牡鹿地区開設

・未開設地区への設
置検討

・２４時間保育
については、市
内の医療機関
が、保育対策と
して院内保育施
設を設置した場
合の支援等に
ついて検討しま
す。

・検討 ・実施

・検討 ・実施

39
放 課 後 児 童
ク ラ ブ 事 業

・未開設地区への設
置

･雄勝地区子育て支
援センター開設
・北上地区子育て支
援センター開設
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マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅳ　いのちの大切さ最優先のまちづくり／５　医療機関、関係機関と連携を図り、小児救急医療の空白時間をなくします。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

周知の徹底・協
力要請

Ⅳ　いのちの大切さ最優先のまちづくり／６　介護施設のサテライト化を進め、自分達の住み慣れたまちで介護を受けられる環境を整備します。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

調査・検討

Ⅳ　いのちの大切さ最優先のまちづくり／７　産科医、小児科医などの医師不足を早急に解消し、医師が住みたくなるまちづくりを行います。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

調査・検討

Ⅳ　いのちの大切さ最優先のまちづくり／８　赤十字病院や市立病院を核とした医療機関の機能分担・連携強化を図り、良質な医療と安心できる救急医療の充実に努めます。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

取
組
み
内
容

補助金の交付

保健福祉部

・関係機関協議 ・病院数の拡大 ・継続実施 ・継続実施

Ｈ２４年度

45
病 院 群 輪 番 制
病 院 運 営 事 業

　休日又は夜間における救急患
者の医療の確保を図ることを目的
として、公的５病院（石巻赤十字
病院、石巻市立病院、市立雄勝
病院、市立牡鹿病院、女川町立
病院）及び行政（２市１町）並びに
医師会（石巻市医師会、桃生郡
医師会）の１０者による協定に基
づき補助金を交付しています。

　公的５病院に民間３病院（齋藤病院、仙
石病院、真壁病院）を加え、地域救急医
療の拡充を図ります。

実
施
レ
ベ
ル

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性
工　程

所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

・東北大学との
連携を強化し、
派遣医師の勤
務日数拡大や
圏域医師数の
確保を要請して
いきます。

保健福祉部

・現状の把握と課題
整理

・総合計画に基づき
整備

・総合計画に基づき
整備

・総合計画に基づき
整備

Ｈ２４年度

44
総合的都 市機 能の
整 備 事 業

　なし 　医師が住みたくなる総合的都市機能の
整備,各種インフラ（住環境、教育環境、文
化施設、交通環境等）を総合的に整備し、
医師が住みたくなるような都市機能を充実
を図ります。

実
施
レ
ベ
ル

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性
工　程

所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

保健福祉部

・関係機関への協
議・要請

･継続実施 ･継続実施 ･継続実施
42

小 児 救 急 医 療 の
空 白 時 間 縮 小

　夜間急患センターにおいて、月
曜日から木曜日の午後１０時３０
分以降の患者については、石巻
赤十字病院等に紹介し、救急患
者の対応をしています。

　月曜日から木曜日の午後１０時３０分以
降の時間帯については、石巻赤十字病院
及び石巻市立病院が救急患者を受け入
れているが、このことが市民にあまり理解さ
れていないことから、その周知を図ります。
　関係医療機関等に対し、医師の派遣日
数増や、時間延長の協力を要請します。

実
施
レ
ベ
ル

所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性

保健福祉部

・検討 ・検討 ・検討 ・検討
43

介 護 施 設 の
サ テ ラ イ ト 化

　なし 　介護保険法上で定められた施設サービ
スとは異なるため、介護保険適用外となる
ことから、当面的には実施困難な事業と考
えられますが、今後の介護保険事業情勢
を見据えながら、検討していきます。

従来の取組み 取組みの方向性 所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

工　程
No. 取組み事業名

実
施
レ
ベ
ル

工　程
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マニフェストに関する取組み事業工程表

Ⅳ　いのちの大切さ最優先のまちづくり／９　宮城県沖地震に備え、早期に災害時医療体制を確立し災害ボランティアの受入れの基盤整備を行います。

取組みにおける
備考 留意事項

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

関係機関との協
議

大規模災害訓練

検討・準備

一 部 実 施

実　　　施

災害ボランティア
受入れ訓練

災害ボランティア
活動支援マニュ
アル整備・見直し

　石巻市地域防災計画に規定している、
関係機関（宮城県東部保健福祉事務所、
石巻市医師会、桃生郡医師会、石巻歯科
医師会、石巻薬剤師会、石巻赤十字病
院、齋藤病院等）と、災害時における医療
提供体制等、具体的な対応の調整を早期
に行い、大規模災害に備えて訓練を実施
します。

・災害ボランティ
アセンターの設
置場所につい
て、関係機関と
協議していま
す。

保健福祉部

・随時見直し ・随時見直し ・随時見直し ・随時見直し

・関係機関協議 ･実施

Ｈ２４年度

災 害 ボ ラ ン テ ィ ア
受入基盤 整備 事業

　石巻市地域防災計画におい
て、災害ボランティアの受入れ
は、石巻市社会福祉協議会が中
心となって立ち上げる災害ボラン
ティアセンターが行うこととし、大
規模災害時に速やかに立ち上げ
られるように、市は、平時から関係
機関と連絡を取り、組織及び運営
体制の整備・準備に対する支援
を行うと定めています。

　災害ボランティアセンターを設置する石
巻市社会福祉協議会と、それを支援する
市とで、大規模災害時を想定した災害ボラ
ンティア受入れ訓練を定期的に実施し、ボ
ランティア活動支援マニュアルの整備、見
直しを随時行います。
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47

災 害 時 医 療 体 制
の 早 期 確 立

　石巻市地域防災計画において
災害時の医療救護活動について
定めています。

No. 取組み事業名 従来の取組み 取組みの方向性
工　程

所管部
項目 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

・継続実施 ・継続実施

実
施
レ
ベ
ル

保健福祉部

取
組
み
内
容

取
組
み
内
容

・継続実施 ・継続実施

・協議 ・訓練実施に向けた
調整

・継続実施 ・継続実施

実
施
レ
ベ
ル

・訓練細目設定
・訓練実施
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